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19年度定時社員総会の様子

• 第23回松本賞贈呈式
苛原稔氏がスピーチ 他

２
面

• 女性アスリートの
今も未来も健やかに③ 他

３
面

• 海外情報クリップ
•市谷クリニックへようこそ！

４
面

• 広島が“県”として取り組む
母子保健と子育て部門が
連携した一体的な支援にチャレンジ

５
面

• 2019年世界禁煙デー記念イベント開催
受動喫煙防止法制化の先を見据えて

• あなたの職場で活きる メンタルヘルス①

６
面

• クローズアップ　　
「コンビニごはん、どう選ぶ？」

７
面

•  産婦人科医による
性の健康教育52
•ピル承認秘話（第16話）

８
面

コンビニ弁当を代表に市場拡大を続ける
中食。利用者にいかに健康的な組み合わ
せで選んでもらうか、体の状態に合わせ
た具体的な指導法について解説（７面）

【著者】東近江市
【制作協力】一般社団法人東近江

医師会
【仕様】 判／ ページ／オー

ルカラー
【価格】本体 円＋税

※多部数割引あり、名入れ印刷可

リーフレット！

人生の最期を自分らしく、豊かに老いるための啓発教材！ 

わたしの生き方 140276

～自分らしい最期を迎えるために～
人生の最期にどのような治療をうけたい

ですか？ どこで暮らしたいですか？ 実
際の話も交えながら、自分らしい最期につ
いて考える、家族と話し合ってみる、医療
やケアについて考える――そんなきっかけ
づくりを考慮した、読みやすい冊子です。

医療や行政の現場から、考える
きっかけづくりの普及と啓発に！

▼
先
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
で
「
男
性
の
保
健

室
の
先
生
　
奮
闘
す
る
姿
、

漫
画
に
」
と
い
う
記
事
を
見

つ
け
た
。も
し
や
と
思
い
、そ

の
記
事
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
。

そ
こ
に
は
男
性
養
護
教
諭
と

し
て
働
く
市
川
恭
平
さ
ん
を

モ
デ
ル
に
し
た
漫
画
が
単
行

本
化
さ
れ
た
と
い
う
内
容
が

書
か
れ
て
い
た
▼
本
会
で
は

「
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
」

と
い
う
資
格
を
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
」

で
認
定
し
て
い
る
が
、実
は
、

彼
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
３
年

前
に
受
講
し
「
思
春
期
保
健

相
談
士
Ⓡ
」
の
資
格
を
取
得

し
た
方
な
の
で
あ
る
▼
思
春

期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
で
は
思
春

期
の
子
た
ち
へ
の
熱
い
想
い

を
持
っ
た
受
講
者
が
多
い
た

め
、
受
講
者
同
士
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
事
務
局
と
も
意

気
投
合
す
る
こ
と
が
多
々
あ

る
。
地
域
や
職
域
を
越
え
た

交
流
が
で
き
る
の
も
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
の
特
長
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
▼
彼
と
初
め

て
話
し
た
時
の
こ
と
だ
が
、

男
性
養
護
教
諭
と
し
て
こ
れ

ま
で
経
験
し
て
き
た
苦
労
や

苦
悩
か
ら
、
自
分
が
何
か
行

動
し
て
変
え
て
い
き
た
い
と

い
う
熱
い
想
い
と
強
い
気
持

ち
を
聞
き
、
驚
き
と
同
時
に

共
感
し
た
の
を
今
で
も
よ
く

覚
え
て
い
る
▼
あ
れ
か
ら
ま

だ
た
っ
た
の
３
年
。
ま
さ
か

こ
ん
な
に
早
く
、
し
か
も
こ

の
よ
う
な
形
で
動
く
な
ど
思

っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
彼
に

は
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
だ
▼

「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば

成
ら
ぬ
何
事
も
、
成
ら
ぬ
は

人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」
。

市
川
さ
ん
の
行
動
力
と
強
い

意
志
に
改
め
て
敬
服
し
、
養

護
教
諭
に
な
り
た
い
、
一
緒

に
子
ど
も
た
ち
を
支
え
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え

る
こ
と
を
願
う
。 

（
貝
塚
）

空

天
馬

　
本
会
２
０
１
９
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会
が
６
月
５
日
に
本
会
で
開
催
さ
れ
、
昨

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
決
議
さ
れ
た
。
６
月
19
日
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
19
年
度
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
18
年
度
事
業
の
主
な
活
動
内
容
を
、
本
会
が
掲
げ
る
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
７
Ａ
」
に
沿
っ
て
振
り
返
る
。

７
Ａ
― 

本
会
の
取
り
組
み

A
dolescent

思
春
期
保
健
の
推
進

　
「
指
導
者
養
成
」
を
目
的

に
１
９
８
１
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春

期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
」
は
、

コ
ー
ス
Ⅰ
を
３
回
、
コ
ー
ス

Ⅱ
、
Ⅲ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
開

催
し
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

が
新
た
に
１
１
２
人
誕
生
し

た
。
こ
れ
で
全
国
で
活
躍
す

る
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
は

８
９
７
２
人
を
数
え
る
。

A
bortion

安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶

　
わ
が
国
の
人
工
妊
娠
中
絶

の
届
出
件
数
は
直
近
の
２
０

１
７
年
度
で
16
万
４
６
２
１

種
に
よ
っ
て
子
宮
頸
が
ん
の

前
が
ん
病
変
が
激
減
し
て
い

る
と
報
告
さ
れ
始
め
て
い

る
。

　
本
会
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

開
発
の
協
力
施
設
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
２

０
０
人
を
超
え
る
接
種
経
験

を
活
か
し
、
機
関
紙
、
セ
ミ

ナ
ー
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ

て
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接
種

勧
奨
再
開
を
訴
え
て
き
た
。

A
geing

高
齢
化
社
会
対
策

　
本
会
が
高
齢
化
社
会
対
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」。

性
交
痛
緩
和
を
目
的
と
し
た

潤
滑
ゼ
リ
ー
は
多
々
あ
る

が
、
発
売
以
来
36
年
を
経
過

し
、
今
な
お
大
き
な
信
頼
を

得
て
い
る
。

A
buse

児
童
虐
待
の
防
止

　
「
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死

亡
事
例
等
の
検
証
結
果
等
に

つ
い
て
（
第
14
次
報
告
）
」

に
よ
る
と
、
03
年
７
月
１
日

か
ら
18
年
３
月
31
日
の
期
間

に
把
握
し
た
心
中
以
外
の
虐

待
に
よ
る
死
亡
事
例
は
６
８

５
例
７
２
７
人
、
心
中
に
よ

る
虐
待
死
が
３
７
２
例
５
１

４
人
、
合
計
１
０
５
７
例
１

２
４
１
人
で
あ
っ
た
。

　
死
亡
事
例
の
背
景
は
、
予

期
し
な
い
妊
娠
、
妊
婦
健
診

未
受
診
、
母
子
健
康
手
帳
未

交
付
、
若
年
妊
娠
が
多
く
、

約
９
割
が
こ
れ
ら
の
問
題
を

抱
え
て
い
た
。
本
会
が
創
設

以
来
取
り
組
ん
で
き
た
予
期

し
な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い

な
い
妊
娠
防
止
の
手
を
緩
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
本
会
が
開
催
県
と

共
催
、
厚
生
労
働
省
、
日
本

助
産
師
会
の
後
援
を
得
て
全

国
６
か
所
で
開
催
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子
保
健
事
業

研
修
会
で
は
、
「
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
」
等

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
児
童
虐

待
防
止
に
取
り
組
ん
だ
。

経
営
基
盤
の
安
定
と

充
実
に
向
け
た
諸
活
動

　
18
年
度
も
母
子
保
健
／
思

春
期
保
健
／
健
康
教
育
等
の

分
野
で
教
材
の
企
画
制
作
・

頒
布
、
指
導
者
養
成
研
修
な

ど
積
極
的
に
収
益
事
業
を
展

開
し
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
子
ど

も
家
庭
局
母
子
保
健
課
の
事

業
「
母
子
保
健
指
導
者
養
成

に
係
る
研
修
実
施
業
務
」
を

受
託
。
少
子
高
齢
化
や
働
き

方
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
情

勢
が
変
化
し
て
き
て
い
る
今

日
、
本
会
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
推
進
事
業
と

し
て
本
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
全
国
で
一
貫
し
た
質

の
高
い
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
た
め
の
指
導
者

養
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
。

　
18
年
度
も
役
職
員
一
同
、

歴
史
に
恥
じ
な
い
公
益
民
間

団
体
と
し
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

向
上
の
た
め
に
活
動
し
た
。

な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
18
年

度
、
本
会
で
は
い
ち
早
く
薬

剤
師
を
対
象
と
し
た
「
避
妊

指
導
セ
ミ
ナ
ー
」
を
東
京
と

大
阪
で
開
催
、
２
４
０
名
の

参
加
者
を
集
め
た
。
計
画
し

て
い
な
い
妊
娠
を
回
避
す
る

に
は
、
確
実
な
避
妊
法
の
普

及
が
不
可
欠
で
あ
り
、
指
導

者
養
成
と
合
わ
せ
て
、
緊
急

避
妊
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
会
の

運
動
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。

A
dvocacy

啓
発
・
提
言
活
動

　
本
会
機
関
紙
「
家
族
と
健

康
」
は
創
設
以
来
１
号
の
欠

号
も
な
く
、
本
年
３
月
ま
で

に
第
７
８
０
号
を
発
行
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
機
関
紙
を

通
じ
て
、
時
代
に
即
応
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
、
本
会
と
し
て
の
主
義
・

主
張
を
訴
え
続
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ
）
の
情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
た
。

　
な
お
、
本
紙
「
家
族
と
健

康
」
は
18
年
度
よ
り
全
国
関

係
機
関
に
向
け
て
無
料
で
配

布
す
る
と
と
も
に
、
本
会
サ

イ
ト
上
に
も
公
開
し
、
広
報

事
業
の
充
実
を
図
っ
た
。

A
ID
SＳ

Ｔ
Ｉ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
予
防

　
13
年
４
月
に
定
期
接
種
が

ス
タ
ー
ト
し
た
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ

ク
チ
ン
。
因
果
関
係
は
明
ら

か
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、

副
反
応
を
訴
え
る
女
性
が
相

次
い
だ
こ
と
か
ら
国
は
同
年

６
月
14
日
に
積
極
的
な
接
種

勧
奨
を
一
時
差
し
控
え
る
と

宣
言
し
た
。
以
来
、
６
年
目

を
迎
え
た
が
未
だ
積
極
的
接

種
再
開
の
目
途
さ
え
立
っ
て

い
な
い
上
に
、
接
種
率
が
ほ

ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
国
内
外
に
お

い
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

件
（
前
年
比
３
３

９
４
件
減
）
と
な

り
、
本
会
創
設
の

１
９
５
４
年
に
は

１
１
４
万
３
０
５

９
件
で
あ
っ
た
こ

と
に
鑑
み
る
と
ま

さ
に
隔
世
の
感
が

あ
る
。

　
し
か
し
、
中
絶

方
法
は
世
界
保
健

機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が

推
奨
す
る
経
口
妊
娠
中
絶
薬

で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
外

科
的
手
術
に
よ
っ
て
い
る
。

本
会
は
、「
安
全
な
人
工
妊
娠

中
絶
」実
現
の
た
め
に
、経
口

妊
娠
中
絶
薬
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

A
ccess

ど
こ
で
も
誰
も
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

　
２
０
１
７
年
７
月
以
降
、

厚
生
労
働
省
の
検
討
会
議
に

お
い
て
、
緊
急
避
妊
薬
の
一

般
用
医
薬
品
化
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
）
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

い
る
。
同
年
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
賛
成
意

見
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
検
討
会
議
で
の
結
論

は
、「
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」
と

本
会
事
業
報
告
・
決
算
承
認

2018年度※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4565
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第
23
回
松
本
賞
贈
呈
式
が

６
月
19
日
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
賞
は
、
本
会
・
故
松

本
清
一
元
会
長
の
名
を
冠
し

た
顕
彰
制
度
で
、
わ
が
国
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

第
一
人
者
に
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
て
本
会
が
贈
呈
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
徳
島
大
学
大
学
院

医
歯
薬
学
研
究
部
長
の
苛
原

稔
氏
が
受
賞
し
た
。
徳
島
大

学
な
ら
び
に
附
属
病
院
で
の

活
動
・
功
績
や
、
生
殖
内
分

で
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
と
い
う
。
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
モ
ン
ゴ

ル
へ
の
病
院
の
建
設
と
運
営

技
術
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
も
触
れ
、
「
モ
ン
ゴ

ル
の
医
療
と
母
子
保
健
の
向

上
の
た
め
に
も
、
こ
の
小
さ

な
国
、
日
本
か
ら
貢
献
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
苛
原
氏
は
「
大

学
で
は
定
年
を
迎
え
た
が
、

今
後
も
母
子
保
健
や
日
本
の

女
性
の
健
康
増
進
の
た
め
に

協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

泌
学
分
野
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
業
績
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

　
苛
原
氏
は
ス
ピ
ー
チ
で
、

ま
ず
自
身
の
進
め
て
き
た
研

究
を
紹
介
。
視
床
下
部
・
下

垂
体
・
卵
巣
系
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
機
構
や
、
卵
巣
に
お
け

る
排
卵
機
構
の
解
明
、
避
妊

法
の
開
発
・
改
良
、
更
年
期

女
性
に
お
け
る
内
分
泌
動
態

の
変
化
の
解
明
と
女
性
ホ
ル

モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）

の
改
良
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
テ
ー
マ
に
こ
れ
ま
で
携
わ

っ
て
き
た
。

　
続
い
て
開
発
・
改
良
に
関

わ
っ
て
き
た
治
療
法
や
治
療

指
針
等
に
つ
い
て
語
っ
た
。

苛
原
氏
は
、
「
ホ
ル
モ
ン
補

充
療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
初
版
）
作
成
、
多
嚢の

う

胞ほ
う

性

卵
巣
症
候
群
の
診
断
基
準
・

治
療
指
針
の
作

成
、
子
宮
内
膜
症

の
ホ
ル
モ
ン
療
法

と
し
て
ピ
ル
（
現

在
は
Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤
）

に
よ
る
治
療
法
の

導
入
、
妊
娠
期
の

乳
が
ん
検
診
を
促

進
す
る
取
り
組
み

な
ど
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
推
進
に
尽
力

し
て
き
た
。

　
近
年
は
、
海
外
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「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ

ル
ス
・
ケ
ア
（Preconception

　

H
ealth

　Care

：
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
」

と
は
耳
慣
れ
な
い
用
語
で
す
が
、

性
の
健
康
教
育
、
あ
る
い
は
生
涯

を
通
じ
た
健
康
教
育
に
お
い
て
、

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｃ
を
理
解
し
語
れ
る
指
導
者

の
存
在
は
、
今
後
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
プ
レ
は
「
前
」
、
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
は
「
妊
娠
」
。
米
国
疾
病
対

策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
Ｐ

Ｈ
Ｃ
と
は
い
ず
れ
子
ど
も
を
持
ち

た
い
と
考
え
て
い
る
男
女
に
、
現

在
の
自
身
の
健
康
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま

た
、
近
い
将
来
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
な
い
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
を
持
つ
か
持

た
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
男
女
の
健
康
を
保
ち
、
守
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
先
月
開
催
さ
れ
た

東
京
会
場
を
皮
切
り
に
、
全
国
８

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
三
つ
の
講
義
と
、
ま
と

め
の
時
間
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

全
て
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
つ
い
て
の
理
解
を

よ
り
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
講
義
Ⅰ
で
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
５
名

の
講
師
が
各
地
域
を
分
担
。
今
の

時
代
な
ぜ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
が
必
要
な
の
か

を
総
論
と
し
て
解
説
し
ま
す
。

　
続
い
て
講
義
Ⅱ
を
、
本
会
北
村

邦
夫
理
事
長
が
全
会
場
で
担
当
。

避
妊
や
月
経
関
連
疾
患
の
予
防
に

有
用
な
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
に
つ
い
て

診
療
現
場
で
の
具
体
的
な
事
例
を

交
え
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　
講
義
Ⅲ
は
、
妊に

ん

孕よ
う

力
を
低
下
さ

せ
る
婦
人
科
疾
患
、
例
え
ば
急
増

す
る
梅
毒
な
ど
性
感
染
症
予
防
と

そ
の
治
療
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
有
効

性
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
、

乳
が
ん
、
妊
娠
合
併
症
な
ど
、
妊

娠
前
、
妊
娠
中
、
出
産
に
際
し
て

の
問
題
な
ど
を
中
心
に
婦
人
科
医

師
が
担
当
し
ま
す
。

　
最
後
に
「
ま
と
め
」
で
は
、
会

場
か
ら
の
質
問
を
交
え
、
登
壇
し

た
講
師
陣
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
対
す
る
疑

問
を
解
決
し
、
精
通
す
る
た
め
の

時
間
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
講
義
Ⅰ
と
Ⅲ
は
会
場
ご
と
に
講

師
が
代
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り

口
が
あ
り
ま
す
。
講
師
に
よ
っ
て

参
加
会
場
を
選
ぶ
の
も
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
職

員
の
研
修
旅
行
を
兼
ね
、
あ
え
て

遠
方
の
会
場
に
参
加
さ
れ
る
医
療

機
関
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
単
位

取
得
講
座
と
し
て
位
置
付
け
て
く

だ
さ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
医

師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
教
員
そ
し
て
学
生
な
ど
、
参

加
者
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す
が
、
ど
な
た
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
ご
満
足
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｃ
は
わ
が
国
で
は
ま
だ
新

し
く
、
専
門
家
と
呼
べ
る
人
材
が

少
な
い
分
野
で
す
。
ぜ
ひ
、
本
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
い
た
だ
い
た
皆
様

が
、
今
後
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
の
第
一
人
者

の
一
人
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

医師、薬剤師、保健師、助産師、看護
師、養護教諭、看護教員、教職員、カ
ウンセラー、他（教育・福祉関係者等）

●対象者●

●受講料●
各会場とも5,000円（税別）。思春期
保健相談士®は、各会場とも3,000円
（税別）。「学校一括申込」の場合、教
員・学生とも3,000円（税別）。
※ 専用申込書あり。お持ちでない方はお
問い合わせください

回 開催日 会　場 定　員 講　師

156回 7月20日㈯ 仙台（仙台国際センター） 150人
佐藤　雄一
北村　邦夫
井上真智子

157回 8月3日㈯ 富山（スカイインテック　タワー111） 150人
前田　恵理
北村　邦夫
上田　　豊

158回 9月28日㈯ 宮崎（KITEN8階コンベンションホール） 150人
荒田　尚子
北村　邦夫
高村　一紘

159回 10月26日㈯ 札幌（TKPガーデンシティ札幌駅前） 150人
前田　恵理
北村　邦夫
近藤　一成

160回 11月30日㈯ 福岡（パピヨン24ガスホール） 150人
三戸　麻子
北村　邦夫
蓮尾　　豊

161回 12月21日㈯ 名古屋（名古屋コンベンションホール） 150人
伊藤　雄二
北村　邦夫
中西美紗緒

162回 2020年
2月15日㈯ 大阪（大阪国際交流センター） 150人

荒田　尚子
北村　邦夫
上田　　豊

時　間 内　容
 9：00～ 9：40 受付・開会
 9：40～10：50 講　義Ⅰ プレコンセプション・ヘルス・ケアとは
11：00～12：10 講　義Ⅱ OC/LEPがプレコンセプション・ヘルス・ケアに果たす役割とは
13：10～14：20 講　義Ⅲ 婦人科疾患の予防とプレコンセプション・ヘルス・ケア
14：35～16：00 質疑応答 プレコンセプション・ヘルス・ケアを考える

16：00 閉　　会

●開催地・会場・定員・講師●

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防

セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）
開
催
中
！

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
考
え
る

荒田　尚子（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科診療部長）
伊藤　雄二（ 地域医療振興協会・市立恵那病院副管理者・産婦人科部長）
井上真智子（浜松医科大学地域家庭医療学講座特任教授）
上田　　豊（大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学講師）
北村　邦夫（ 一般社団法人日本家族計画協会理事長／家族計画研究センター所長）
近藤　一成（NTT東日本関東病院産婦人科主任医長）
佐藤　雄一（産科婦人科舘出張佐藤病院院長）
高村　一紘（ 宮崎県立宮崎病院産婦人科・地域医療科医長）
中西美紗緒（ 国立国際医療研究センター産婦人科医師）
蓮尾　　豊（あおもり女性ヘルスケア研究所所長）
前田　恵理（ 秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座講師）
三戸　麻子（ 国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科医員・慶應

義塾大学非常勤講師）

2019年度

長崎大学主催

もっとよくわかるSDGs講座
―グローバルヘルスの視点から― 2019

　長崎大学では「持続可能な
開発目標」（SDGs）をテーマ
に、講演を行っています。世
界中の人々が、誰一人取り残
されることなく「平等に健康
な社会」を目指す学問・実践
領域を学ぶチャンスです。ぜ
ひご参加ください。

　今年度第1回は、6月
10日にベルサール半蔵
門（東京都千代田区）で
開催されました。
　時代の変化に対応しな
がら諸課題を解決するた
めに一人一人が力を合わ
せ、イノベーションを行
っていくことの重要性が
説かれました。

第2回 07月20日㈯ 高齢者（地域包括ケア）
第3回 09月28日㈯ へき地・離島医療
第4回 10月26日㈯ 感染症対策（結核）
第5回 11月30日㈯ 災害医療
第6回 12月14日㈯ 生活習慣病の取組（肥満・糖尿病）
第7回 01月25日㈯ ビッグデータの活用
第8回 02月29日㈯ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
【お申し込み・お問い合わせは下記特設サイトから】
http://www/tmgh.nagasaki-u.ac.jp/sdgs_kouza

今後の開催予定

講
師
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

あなたと赤ちゃんの健康
2020年版
受付開始

妊娠中から考える
 お産のあとの

　2019年版は全国6割以上の
市区町村からお申し込みをいた
だき、発行部数が約50万部と
大変好評を得ることができまし
た。2020年も公益事業の一環
として、公益社団法人日本産婦
人科医会のご協力のもと本冊子
を制作し、無料配布いたします。

【仕　　様】 AB判変型・24ページ
（予定）・オールカラー

【主な内容】 産後の健康、授乳、家族
計画、赤ちゃんとの暮ら
し、なんでもQ＆A　他

【申し込み方法】
本会HPからお申し込みください
※ 詳細や冊子見本をご希望の方は
本会HPをご覧ください

※ お電話・FAXでのお申し込みは
受け付けておりません http://www.jfpa.or.jp/mother_child/health.html

年に１回の
無料配布

受賞者スピーチを行う苛原氏

これまでの受賞者や関係諸団体から列席
者が訪れ、苛原氏の受賞を祝った

生
殖
内
分
泌
学
研
究
に
尽
力 

治
療
法・治
療
指
針
の
確
立・改
良
で
Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
向
上
に
貢
献

苛
原
稔
氏
がスピ
ー
チ

第
23
回 
松
本
賞
贈
呈
式

http://www.jfpa.or.jp/seminar/20190622_155_162_SRH.pdf
http://www.jfpa.or.jp/seminar/20190622_155_162_SRH.pdf
http://www.tmgh.nagasaki-u.ac.jp/sdgs_kouza/index.html
http://www.jfpa.or.jp/mother_child/health.html
http://www.tmgh.nagasaki-u.ac.jp/sdgs_kouza/index.html
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女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
月
経
中
の
ス
ポ

ー
ツ
は
、
水
泳
も
含
め
て
問

題
な
い
と
書
き
ま
し
た
。
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
女
性
の
体

に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

月
経
は
来
な
い
方
が
楽
？

　
１
９
８
４
年
ロ
ス
五
輪
か

ら
正
式
種
目
に
な
っ
た
女
子

マ
ラ
ソ
ン
。
以
後
、
急
激
に

レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
練
習
も

過
酷
を
極
め
る
よ
う
に
な
る

と
、
経
験
的
に
、「
体
重
が
軽

い
方
が
有
利
」
と
広
く
信
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
る
と
指
導
者
は
「
月
経
が

止
ま
る
ほ
ど
体
を
絞
っ
て
こ

そ
一
人
前
」と
公
言
し
、選
手

自
身
も
「
煩
わ
し
い
月
経
が

な
い
の
は
楽
」
と
考
え
る
な

ど
、
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
ず

に
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
長
く
競
技
を
続

け
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
く

る
と
、
無
月
経
が
大
き
な
健

康
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

運
動
性
無
月
経
の
リ
ス
ク

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
栄
養

不
足
に
陥
る
と
、
脳
か
ら
卵

巣
へ
の
指
令
が
止
ま
り
、
無

排
卵
か
ら
無
月
経
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
自
身
の
生
命
維

持
に
必
要
な
機
能
を
優
先

し
、
子
孫
を
残
す
た
め
の
機

能
を
ま
ず
打
ち
切
る
よ
う
な

も
の
と
考
え
れ
ば
、
人
間
の

体
は
よ
く
で
き
て
い
ま
す

ね
。

　
排
卵
に
伴
い
卵
巣
か
ら
分

泌
さ
れ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に

は
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
作
用

が
あ
る
の
で
、
低
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
状
態
は
骨
粗
し
ょ
う
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま

た
、
骨
量
は
一
般
に
18
〜
20

歳
頃
に
最
大
骨
量
を
迎
え
、

年
齢
と
と
も
に
徐
々
に
低
下

し
、
女
性
は
閉
経
を
境
に
急

激
に
減
少
し
ま
す
。
骨
を
作

る
大
切
な
時
期
で
あ
る
10
代

に
無
月
経
が
続
け
ば
、
十
分

な
最
大
骨
量
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
運
動
に
よ
る
激

し
い
荷
重
が
か
か
る
と
疲
労

骨
折
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ

は
選
手
寿
命
に
も
関
わ
る
重

大
な
問
題
で
す
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴

　
米
国
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
は

93
年
、
①
摂
食
障
害
②
無
月

経
③
骨
粗
し
ょ
う
症
―
を
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
：Fem

ale Athlete 
Triad

）
と
し
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
す
。
既
に
極
限
ま
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
ア

ス
リ
ー
ト
が
食
事
制
限
を
す

る
と
、
容
易
に
摂
食
障
害
と

な
り
、
発
症
す
る
と
治
療
に

難
渋
す
る
た
め
、
２
０
０
７

年
に
は
①
が
「
利
用
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
（
摂
食
障
害

の
有
無
を
問
わ
な
い
）
」
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
17
・

５
を
下
回
る
と
過
半
数
が
無

月
経
に
な
る
こ
と
、
マ
ラ
ソ

ン
等
の
持
久
系
や
体
操
等
の

審
美
系
競
技
で
頻
発
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
見
合

っ
た
供
給
が
な
け
れ
ば
、
思

う
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
得
ら
れ
な
く
な
る
の
は
当

然
で
す
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
は
14
年
、
「
ス
ポ

ー
ツ
に
お
け
る
相
対
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
」
が
免
疫
、
代

謝
、
成
長
、
精
神
も
含
め
た

全
身
の
機
能
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
概
念
を
提
唱

し
、
適
切
な
栄
養
摂
取
の
必

要
性
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
女
性
に
お
け
る
Ｆ

Ａ
Ｔ
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ

ず
、
無
月
経
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
の
サ
イ
ン
に
な
り
得
ま

す
。
そ
れ
が
な
い
男
性
の
方

は
、
管
理
が
難
し
い
と
い
う

捉
え
方
も
で
き
ま
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
医
学
が

こ
ん
な
に
発
展
し
た
の
に

　
20
年
の
五
輪
開
催
地
が
東

京
に
決
ま
り
、
日
本
で
も
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康
問
題

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
14
年
４
月
放
送

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

現
代
「
無
月
経
、
疲
労
骨
折

…
10
代
女
子
選
手
の
危
機
」

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
ロ
ス
五

輪
代
表
の
増
田
明
美
さ
ん
が

自
身
の
無
月
経
や
疲
労
骨
折

の
経
験
を
踏
ま
え
「
ス
ポ
ー

ツ
医
学
が
こ
ん
な
に
発
達
し

た
の
に
昔
と
何
も
変
わ
っ
て

い
な
く
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
過
ご
せ
る
の

は
、
長
い
人
生
の
ご
く
短
い

期
間
で
す
。
今
後
は
選
手
の

一
生
の
心
身
の
健
康
を
見
据

え
た
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

要
約
す
れ
ば
、
世
界
で
は
避

妊
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
皮
下
埋

め
込
み
型
避
妊
具
）
、
注
射

法
、
避
妊
リ
ン
グ
、
避
妊
パ

ッ
チ
な
ど
、
避
妊
率
が
高
く

長
期
間
有
効
で
女
性
に
と
っ

て
も
負
担
の
少
な
い
方
法

が
、
先
進
国
・
途
上
国
問
わ

ず
広
く
普
及
し
て
い
る
が
、

日
本
で
は
そ
れ
ら
が
認
可
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
近
代

的
避
妊
法
等
に
関
し
て
、
日

本
産
婦
人
科
医
会
か
ら
、
こ

れ
ま
で
国
へ
の
認
可
に
向
け

た
動
き
は
あ
る
／
あ
っ
た
の

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は

い
つ
頃
、
ど
う
い
っ
た
も
の

か
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

◆ 

日
本
は
避
妊
先
進
国
だ
っ

た
の
だ
が
、
今
で
は
…

　
日
本
産
婦
人
科
医
会
女
性

保
健
委
員
会
に
所
属
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
福
田
さ

ん
へ
の
返
答
を
筆
者
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
わ
が
国
で
経
口
避
妊
薬

（
Ｏ
Ｃ
）
の
使
用
が
承
認
さ

れ
た
の
が
米
国
に
遅
れ
る
こ

と
39
年
、
１
９
９
９
年
６
月

の
こ
と
だ
が
、
Ｏ
Ｃ
に
つ
い

て
55
年
に
は
日
本
医
大
の
今

は
亡
き
石
川
正
臣
教
授
が
、

世
界
に
先
駆
け
て
研
究
班
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
44
年
の
月
日
が
流
れ
る

中
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

も
日
本
産
婦
人
科
医
会
も
開

発
企
業
に
協
力
し
な
が
ら
早

期
承
認
に
向
け
て
繰
り
返
し

国
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出

し
て
き
た
。
ま
た
、
周
期
的

禁
欲
法
の
代
表
で
あ
る
「
オ

ギ
ノ
式
」
は
荻
野
久
作
博
士

の
学
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
子
宮
内
避
妊
具
を
い
ち

早
く
実
用
化
さ
せ
た
の
は
太

田
典
礼
博
士
で
あ
っ
た
―
と

い
う
よ
う
に
、
こ
の
領
域
で

わ
が
国
が
果
た
し
て
き
た
役

割
は
大
き
か
っ
た
こ
と
を
彼

女
に
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
薬
や
新
し
い

医
療
用
具
の
開
発
に
は
、
莫ば

く

大だ
い

な
経
費
を
か
け
て
各
種
試

験
を
実
施
す
る
企
業
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
普
及
の
見
込
み
が
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
折
に
触

れ
て
関
係
企
業
の
相
談
に
は

乗
っ
て
き
た
が
、
結
果
と
し

て
は
、
わ
が
国
で
の
開
発
の

意
義
を
企
業
に
十
分
伝
え
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
と
書
い
た
。

　
一
方
、
せ
っ
か
く
承
認
・

発
売
さ
れ
た
Ｏ
Ｃ
で
さ
え

も
、努
力
不
足
も
あ
っ
て
か
、

そ
の
普
及
率
は
フ
ラ
ン
ス
や

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
10
分
の
１

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

コ
ン
ド
ー
ム
と
腟
外
射
精
と

い
う
男
性
主
導
の
避
妊
法
選

択
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
れ
で
は
、
新
薬
や
新
し

い
医
療
用
具
の
開
発
に
企
業

が
犠
牲
を
払
う
だ
け
の
意
欲

を
駆
り
立
て
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
ま
と
め
た
。

◆ 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ

ー
の
疑
問
も
「
＃
な
ん
で

な
い
の
」
か
ら
？

　
20
世
紀
初
頭
、
貧
民
街
で

活
躍
し
た
訪
問
看
護
師
サ
ン

ガ
ー
。
意
図
し
な
い
妊
娠
と

出
産
が
ど
れ
ほ
ど
女
性
を
絶

望
の
淵
に
追
い
や
っ
て
き
た

か
、
男
性
支
配
を
許
し
て
き

た
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か

ら
、
世
界
で
い
ち
早
く
バ
ー

ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（Birth 

Control

）
運
動
を
開
始
し

て
い
る
。
１
９
１
２
年
の
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
「
女
の
謀

反
」
を
試
み
何
度
と
な
く
投

獄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
謀
反
と
は
「No Gods 

No M
asters

（
神
様
な
ん

て
い
な
い
！
）」。し
か
し
、

ご
存
じ
の
通
り
、
52
年
に
国

際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
）
を
創
設
し
、
そ
の
後
、

世
界
的
な
家
族
計
画
運
動
へ

と
発
展
さ
せ
た
の
も
サ
ン
ガ

ー
だ
っ
た
。
「
＃
な
ん
で
な

い
の
」
と
語
り
掛
け
る
福
田

さ
ん
に
、
サ
ン
ガ
ー
の
姿
を

重
ね
た
く
な
っ
て
い
る
。

（
本
会
理
事
長
　
北
村
邦
夫
）

◆ 

「
＃
な
ん
で
な
い
の
」
と

声
を
上
げ
た
大
学
生

　
今
年
１
月
、
筆
者
の
所
属

し
て
い
る
日
本
産
婦
人
科
医

会
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
国
際
基
督
教
大
学
４
年

生
（
当
時
）
の
福
田
和
子
さ

ん
か
ら
だ
。
福
田
さ
ん
と
い

え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
１

年
間
学
ん
だ
経
験
か
ら
、
日

本
も
当
た
り
前
に
性
の
健
康

を
守
れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
ば
か

り
に
、
２
０

１
８
年
に

「
＃
な
ん
で

な
い
の
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ

た
若
者
だ
。

　
メ
ー
ル
を

「
＃
な
ん
で
な
い
の
」の
素
朴
な
疑
問
が
日
本
を
変
え
る

COMPASS 連載

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
今
も
未
来
も
健
や
か
に
（
全
６
回
）

メ
ン
タ
ルヘル
ス
対
策
と
し
て
の

睡
眠
保
健
指
導
を
学
ぶ

睡
眠
保
健
指
導
セ
ミ
ナ
ー

第
₁₀
回

（相）＝思春期保健相談士Ⓡ
回次 セミナー名 開催地 開催日 受講料（税別）
第4回 性の多様性を学ぶセミナー 東京 7月20日㈯ 10,000
第5回 札幌 11月9日㈯ 10,000
第7回 メンタルヘルスセミナー 名古屋 7月20日㈯ 10,000
第8回 東京 12月14日㈯ 10,000
第2回 ピアカウンセリングセミナー 東京 7月27日㈯～28日㈰ 20,000
第18回

生きるための
心の教育セミナー

ベーシック編
東京

7月27日㈯ 10,000
(相)8,000

第19回 スキル
アップ編

11月9日㈯ 15,000
第20回 2月1日㈯ 15,000

第104回 受胎調節実地指導員認定講習会 東京 7月29日㈪～8月2日㈮
50,000
38,500

(資格認定なし)
第2回 NEW  切れ目のない妊娠・出産・育児支援の

ためのセミナー　周産期のメンタルヘルスか
ら児童虐待防止につなげる

大阪 8月24日㈯ 15,000 
第3回 広島 9月28日㈯ 15,000 
第4回 福岡 11月2日㈯ 15,000 
第2回

保健指導
イブニング
カンファレンス

糖尿病 東京 9月12日㈭ 3,000 
第3回 脂質異常症 東京 11月14日㈭ 3,000 
第4回 節酒 東京 1月16日㈭ 3,000 
第5回 禁煙 東京 3月5日㈭ 3,000 
第84回

JFPA
思春期保健セミナーⓇ

コースⅠ
東京

9月21日㈯～23日㈪ 30,000
(相)24,000第85回 大阪(ライブ)

第86回 福岡(ライブ)
第58回 コースⅡ 東京 11月15日㈮～17日㈰ 30,000

(相)24,000
第66回 コースⅢ 成田 1月11日㈯～13日㈪ 40,000

(相)32,000
第1回

NEW
保健指導技術セミナー
～禁煙・節酒支援の実践～

禁煙支援 名古屋 9月21日㈯ 10,000
第2回 東京 10月12日㈯ 10,000
第3回 節酒支援 大阪 10月19日㈯ 10,000
第4回 東京 1月18日㈯ 10,000
第3回 聴き上手になる！積極的傾聴を学ぶセミナー 東京 10月5日㈯ 15,000
第3回 メンタルヘルス対策として職場環境改善に

取り組む保健師養成セミナー 東京 10月6日㈰ 18,000
第1回 NEW  歯科保健セミナー 東京 11月9日㈯ 10,000
第41回 栄養指導を結果につなげるセミナー 東京 11月9日㈯ 5,000
第42回 大阪 12月7日㈯ 5,000
11月開催 行動変容実践のための

保健指導者養成セミナー
東京 11月21日㈭～24日㈰ 40,000

２月開催 東京 2月13日㈭～16日㈰ 40,000
第5回 ロコモ予防対策！タオル体操セミナー 東京 12月15日㈰ 13,000 
第1回

NEW  ガッテン北折塾 大阪 12月21日㈯ 15,000 
第2回 東京 2月8日㈯ 15,000 
第2回

災害時の妊産婦支援セミナー
神戸 1月19日㈰ 10,000

第3回 盛岡 2月15日㈯ 10,000
第4回 東京 3月14日㈯ 10,000
第5回 女性のための運動指導セミナー 東京 2月2日㈰ 13,000

セミナーのお問い合わせはTEL03-3269-4785まで。
WEBからの申し込みもできます。

JFPA　セミナー 検索

セミナー開催予定表まだまだあります！

　
睡
眠
の
指
導
が
、
「
な
ん
と
な

く
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
　
忙
し
い
と
真
っ
先
に
削

ら
れ
が
ち
な
睡
眠
で
す
が
、
睡
眠

不
足
や
不
眠
な
ど
の
問
題
を
抱
え

た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
脳
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低
下
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
免
疫
機
能
の
低
下
や
う

つ
病
、
生
活
習
慣
病
、
が
ん
な
ど

深
刻
な
疾
病
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
う
つ
病
や
メ

ン
タ
ル
不
調
の
早
期
発
見
な
ど
を

目
的
と
し
た
睡
眠
保
健
指
導
が
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
睡
眠
の
保
健
指
導
の
進
め
方

を
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
実

践
的
に
学
び
、
基
本
的
ス
キ
ル
を

● 開催日： 2019年8月4日㈰ 10：00～16：15
●定　員：100人
●会　場： 平和と労働センター・全労連会館

（東京都文京区）
●対象者：保健師・管理栄養士・看護師
●受講料：10,000円＋税　
●講　師： 巽　あさみ（人間環境大学看護学部

看護学科教授）

※ テキストとして「睡眠保健指導マニュアル」
（1,000円+税）を別途購入していただきます。

プログラム

睡眠保健指導の意義、基礎知識
・睡眠、睡眠保健指導の重要性
・ 睡眠のメカニズム、睡眠障害とその
要因について

睡眠保健指導のすすめ方
・ 睡眠保健指導システムの説明と流れ

要因別睡眠保健指導の実際
・うつ病に関する睡眠障害のケース
・ 生活スケジュール、生活習慣等によ
る睡眠障害のケース

睡眠保健指導のロールプレイ
・ 「不眠症」等の睡眠に関する問題を
抱えた対象者への保健指導のポイン
トとロールプレイ

習
得
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た
方

か
ら
は
、
「
知
識
の
獲
得
↓
演
習

で
分
か
り
や
す
く
、
情
報
や
エ
ビ

デ
ン
ス
が
定
着
し
や
す
い
流
れ
だ

っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
は
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
て
、
自
信
を
も
っ
て

保
健
指
導
が
で
き
そ
う
」
「
今
後

は
自
覚
の
し
や
す
い
不
眠
を
切
り

口
と
し
て
、
う
つ
病
の
一
次
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な

ど
、
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
対
象
者
の
大
切
な
心
身
の
健
康

を
守
る
た
め
、
生
産
性
や
労
働
力

の
向
上
の
た
め
、
保
健
指
導
の
際

に
睡
眠
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

職場の
メンタルヘルス
や自殺対策に！

睡眠保健指導
ができる

人材の育成に！

未
来
を
蝕む

し
ば

む
無
月
経

四
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

江
夏 

亜
希
子

第３回

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-016-010
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-016-010
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
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◆ 

英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か

ら
の
検
証
報
告

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
学
校
ベ
ー
ス

の
集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
接
種
推
奨

年
齢
の
12
〜
13
歳
を
過
ぎ
て

　
も
と
も
と
性
教
育
に
関
心

が
あ
り
、
受
胎
調
節
実
施
指

導
員
認
定
講
習
会
で
北
村
邦

夫
理
事
長
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
所

長
の
講
義
を
聞
き
、
ぜ
ひ
学

び
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
門

を
た
た
き
、
電
話
相
談
員
と

し
て
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
よ
う
や
く
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　
日
々
思
春
期
の
電
話
相
談

を
受
け
る
中
で
、
「
コ
ン
ド

ー
ム
が
途
中
で
外
れ
て
し
ま

っ
た
・
破
れ
て
し
ま
っ
た
」

「
挿
入
は
し
た
け
ど
、
最
後

は
外
に
出
し
た
（
腟
外
射

精
）」「
次
の
生
理
予
定
が
近

い
か
ら
（
コ
ン
ド
ー
ム
を
）

着
け
ず
に
し
た
け
ど
、
生
理

が
来
な
い
」
と
い
っ
た
妊
娠

不
安
は
よ
く
耳
に
す
る
事
例

で
す
。
い
ず
れ
も
受
診
を
促

し
、
間
に
合
う
よ
う
な
ら
緊

急
避
妊
。
そ
し
て
必
ず
、
今

回
の
冷
や
汗
が
出
る
よ
う
な

失
敗
経
験
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
に
、
今
後
の
避
妊
方
法

に
つ
い
て
相
談
し
て
く
る
よ

う
に
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
相
談

員
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
に

学
ん
だ
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。
10
代
の
女
の
子
で
、
初

め
て
の
彼
氏
と
、
初
め
て
の

セ
ッ
ク
ス
を
試
み
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
結
局
挿
入
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼

氏
の
精
液
の
付
い
た
手
が
、

自
分
の
腟
の
入
口
に
触
れ
て

し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

妊
娠
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
か
？
と
の
相
談
で
し
た
。

経
験
不
足
の
駆
け
出
し
相
談

員
で
あ
る
私
は
「
な
る
ほ

ど
。
こ
う
こ
う
こ
う
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
、
あ
な
た
は
妊

娠
の
心
配
を
し
て
い
る
の
で

す
ね
」
と
相
談
内
容
を
声
に

い
る
女
性
は
、
18
歳
以
下
で

あ
れ
ば
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
を
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
最
初
の
子

宮
頸
が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
始
ま
る
満
20
歳
の
時
点
で

予
防
効
果
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る

か
を
見
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

導
入
前
の
１
９
８
８
〜
96
年

の
期
間
に
生
ま
れ
た
女
性
約

13
万
９
千
人
の
検
査
結
果
を

分
析
し
ま
し
た
。

　
検
査
で
は
、
子
宮
頸
部
上

皮
に
見
ら
れ
た
異
常
な
細
胞

の
程
度
で
判
断
す
る
「
Ｃ
Ｉ

Ｎ
」
と
い
う
方
法
が
一
般
的

に
よ
く
使
わ
れ
、
Ｃ
Ｉ
Ｎ
が

３
以
上
に
な
る
と
悪
性
の
が

ん
に
進
展
す
る
リ
ス
ク
が
最

も
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る

前
の
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
＋
の
割
合

は
、
88
年
生
ま
れ
の
女
性
全

体
の
約
０
・
６
％
、
89
年
生

ま
れ
の
約
０
・
５
％
で
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

た
２
０
０
８
年
に
最
初
の
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
年
齢
（
18

歳
）
に
達
し
た
女
性
（
90
年

生
ま
れ
）
か
ら
年
次
96
年
生

ま
れ
ま
で
見
た
と
こ
ろ
、
接

種
し
た
女
性
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３

＋
の
割
合
は
早
く
も
低
下

し
、
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も

続
い
て
い
ま
す
。

し
た
女
性
と
の
差
は
極
め
て

小
さ
く
な
り
、
こ
の
両
年
代

の
女
性
全
体
で
見
た
Ｃ
Ｉ
Ｎ

３
＋
の
割
合
は
既
に
０
・
０

６
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

し
た
。

　
分
析
を
行
っ
た
エ
ジ
ン
バ

ラ
大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
効
果
が
顕
著
に
見

ら
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ

の
波
及
効
果
と
思
わ
れ
る
集

団
免
疫
が
出
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

参
考
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や
環
境
化
学
物
質
の
影
響
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
そ

の
原
因
を
探
る
試
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ

な
か
っ
た
、
肉
類
や
魚
介
類

の
食
習
慣
と
精
子
の
質
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
研
究
報
告

を
、
ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生

大
学
院
の
疫
学
グ
ル
ー
プ
が

発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
調
査
は
ス
ペ
イ
ン

で
行
わ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
南
部

の
ム
ル
シ
ア
大
学
は
、
精
子

の
質
と
環
境
汚
染
物
質
と
の

関
連
を
調
査
す
る
国
際
研
究

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
調
査

は
当
大
学
の
学
生
を
対
象
に

２
０
１
０
〜
11
年
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
18
〜
23
歳
の
健

康
な
男
子
約
２
０
０
人
に
対

し
、
肉
類
、
魚
介
類
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
程
度
習
慣
的
に
摂
取

し
て
い
る
の
か
を
質
問
表
で

◆
全
米
各
州
の
比
較

　
「
小
学
校
に
通
う
年
齢
で

既
に
性
交
渉
を
経
験
し
た
男

子
児
童
は
ど
の
程
度
い
る
の

か
？
」
「
背
景
に
あ
る
環
境

に
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
視
点
か
ら
大

規
模
疫
学
デ
ー
タ
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
生
徒
を
対
象
に
、

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
小
学

生
の
時
（
13
歳
未
満
）
の
性

交
渉
の
経
験
の
有
無
に
つ
い

て
自
記
質
問
表
調
査
（
教
室

内
）
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調
査
（
各
個
人
）
を
実

施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
約
２
万
人

と
８
千
人
の
回
答
か
ら
、
生

活
環
境
に
よ
る
違
い
を
州
と

都
市
、
人
種
に
分
け
て
調
べ

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
小
学
生
の

と
き
性
交
渉
を
経
験
し
ま
し

た
」
と
答
え
た
生
徒
の
割
合

は
、
州
に
よ
り
約
３
〜
５
％

か
ら
28
〜
29
％
ま
で
と
大
き

な
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
ど
の
州
で
も
、
白
人
家

庭
に
比
べ
て
黒
人
家
庭
の
経

験
者
の
割
合
は
４
〜
５
倍
高

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に

都
市
ご
と
に
見
て
い
く
と
、

シ
カ
ゴ
は
白
人
と
黒
人
ど
ち

ら
の
家
庭
の
生
徒
も
割
合
が

高
く
、
シ
ア
ト
ル
は
反
対
に

ど
ち
ら
の
家
庭
も
低
く
、
白

人
家
庭
と
黒
人
家
庭
の
差
が

約
９
倍
と
最
も
大
き
か
っ
た

都
市
は
メ
ン
フ
ィ
ス
（
テ
ネ

シ
ー
州
）
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
13
歳
未
満
で
性
交
渉
を

経
験
し
た
男
子
の
割
合
は
都

市
ご
と
に
見
て
も
大
き
な
差

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、「
初
め
て
の
性
交
渉

は
自
分
か
ら
進
ん
で
そ
う
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
そ
う
思
っ
た
」
55
％
、「
ま

っ
た
く
そ
う
思
わ
な
か
っ

　
一
方
で
、
接
種
し
な
か
っ

た
女
性
の
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
＋
の
割

合
は
、
ワ
ク
チ
ン
導
入
後
は

横
ば
い
か
若
干
上
昇
し
、
こ

の
傾
向
は
約
２
年
間
続
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
大

幅
に
低
下
し
は
じ
め
、
95
〜

96
年
生
ま
れ
の
女
性
で
比
較

す
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

た
」８
％
、「
言
葉
で
言
え
な

い
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
」

37
％
と
い
う
回
答
で
し
た
。

　
州
・
都
市
ご
と
の
差
が
こ

れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
理
由
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
特

徴
的
な
家
庭
や
学
校
の
環

境
、
あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
影
響
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
加

え
て
男
性
独
特
の
社
会
規
範

の
圧
力
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
研
究
者
ら
は
想
定
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
友
人
関
係

の
圧
力
か
ら
自
分
も
早
く
性

を
経
験
し
よ
う
と
す
る
こ
と

や
、
尋
ね
ら
れ
た
ら
嘘
で
も

「
経
験
が
あ
る
」
と
言
っ
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
で
す
。
実

際
、
教
室
内
の
調
査
で
は

「
経
験
有
り
」
の
回
答
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
２
倍

程
度
高
く
、
調
査
環
境
の
影

響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

参
考
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出
し
て
復
唱
し
、
「
ふ
む
…

そ
の
よ
う
な
状
況
で
妊
娠
に

至
る
と
は
考
え
難
い
け
ど
な

ぁ
…
」
と
考
え
を
巡
ら
せ
な

が
ら
、
あ
れ
こ
れ
や
り
取
り

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
相
談

を
後
ろ
で
聞
い
て
い
た
北
村

所
長
か
ら
「
現
場
に
居
て
、

自
分
の
行
っ
た
行
為
が
妊
娠

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
危
機
感
、
不
安
を
持

っ
て
電
話
を
掛
け
て
く
れ
た

の
だ
か
ら
、
背
中
を
押
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
思
春
期
は

失
敗
経
験
の
連
続
。
今
回
の

経
験
で
、
避
妊
を
す
る
こ
と

へ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
の
だ
か

ら
、
医
療
者
と
直
接
関
わ
る

こ
と
で
次
回
以
降
の
妊
娠
に

対
し
て
の
心
構
え
や
行
動
も

変
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
そ
の
失
敗
経
験
を
相

談
員
が
邪
魔
を
し
て
ど
う
す

る
！
」
と
熱
く
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。
顔
の
見
え
な

い
電
話
相
談
の
中
で
は
、
相

談
者
の
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
の

背
景
を
十
分
に
理
解
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
相
談
員
と
し
て
そ
の
場

で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
わ
ず

か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
電
話
相
談
の
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
伝
え
た
言
葉

が
、
今
後
の
相
談
者
の
価
値

観
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
学
び
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
を
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
外
来
を
担
当
す
る

機
会
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と

話
し
て
み
る
と
、
受
診
の
ス

タ
ー
ト
は
電
話
相
談
で
緊
急

避
妊
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で

し
た
が
、
月
経
不
順
や
月
経

前
症
候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
も
気

掛
か
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
そ
の
ま
ま
継
続
受
診
に

至
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
災
い
転
じ
て
福
と
成
す
」。

避
妊
の
失
敗
か
ら
電
話
相
談

へ
、
そ
し
て
婦
人
科
受
診
へ

と
、
こ
の
先
の
長
い
人
生
の

中
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

向
上
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る

か
を
見
て
い
な
い
の
だ
か

ら
、
受
診
を
促
し
て
！
」
と

声
が
掛
か
り
、
慌
て
て
そ
の

言
葉
を
復
唱
す
る
よ
う
に
伝

え
て
、
受
話
器
を
置
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
北
村

所
長
か
ら
は
、
「
せ
っ
か
く

よ
う
で
す
。
失
敗
を
通
し
て

得
る
も
の
は
い
く
ら
で
も
あ

る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
学

ん
だ
経
験
で
し
た
。

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員
　
圡
屋
啓
子
）

◆
肉
と
魚
介
類
の
調
査

　
近
年
、
ヒ
ト
の
精
子
数
が

低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
、
幼
少
期
の
生
活
習
慣

回
答
さ
せ
、
同
時
に
精
子
と

血
液
の
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
分
析
に

際
し
、
摂
取
量
は
「
全
く
食

べ
な
い
」
か
ら
「
毎
日
×
×

回
」
な
ど
低
い
群
か
ら
高
い

群
ま
で
４
群
に
分
け
て
比
較

し
ま
し
た
。
男
子
学
生
の
大

部
分
は
白
人
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
平

均
約
24
、
喫
煙
者
は
約
３
割

で
し
た
。

　
結
果
は
、
肉
類
の
摂
取
量

と
精
子
の
質
と
の
関
連
性
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
代
わ
り
、
肉
類
摂
取
量
と

カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
正
の
相
関

が
見
ら
れ
ま
し
た
。次
に
、魚

介
類
全
体
で
見
た
と
こ
ろ
結

果
は
同
じ
く
、
カ
ロ
リ
ー
摂

取
と
の
相
関
以
外
に
関
連
性

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
こ
こ
で
さ
ら
に
詳
し
い

サ
ブ
解
析
を
行
っ
た
結
果
、

魚
で
は
な
く
「
貝
類
」
の
摂

取
量
と
精
子
の
運
動
性
に
関

連
が
あ
り
、
「
貝
類
」
の
摂

取
量
が
多
い
ほ
ど
運
動
性
も

高
く
な
る
と
い
う
一
貫
し
た

傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
研
究
者
ら

は
、
貝
類
に
は
微
量
元
素
が

多
く
含
ま
れ
、
特
に
亜
鉛
は

精
子
の
産
生
と
活
性
に
重
要

な
物
質
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
実
際
、
亜
鉛
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
男
性
患
者
に

使
用
し
て
精
子
の
運
動
性
を

改
善
し
た
メ
タ
解
析
報
告
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回

の
研
究
対
象
は
健
康
な
男
子

な
の
で
精
子
の
運
動
性
は
各

群
で
差
が
見
ら
れ
た
も
の
の

全
例
正
常
範
囲
内
で
し
た
。
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現
在
、
広
島
県
で
は
「
ひ
ろ
し
ま
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
い
う
構
想
の
下
、
県
と
市
町

が
手
を
取
り
合
っ
て
、
母
子
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
・
充
実
す
る
た
め
の
挑
戦
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
広
島
県
健
康
福
祉
局
子
育
て
・
少
子
化
対
策
課
課
長
伊
東
典

代
氏
よ
り
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

握
し
、
早
期
に
適
切
な
支

援
に
結
び
付
け
る

　
こ
れ
ら
を
目
指
す
上
で
、

妊
産
婦
健
診
や
乳
幼
児
健

診
、
予
防
接
種
が
医
療
機
関

で
実
施
さ
れ
て
い
る
日
本
に

お
い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ネ
ウ
ボ
ラ
の
理
念
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
頻
繁

に
ネ
ウ
ボ
ラ
拠
点
（
概
ね
中

学
校
区
を
単
位
と
す
る
日
常

生
活
圏
域
ご
と
に
設
置
）
に

来
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫

や
、
そ
れ
を
習
慣
と
し
て
定

着
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

人
事
異
動
等
が
あ
る
中
で
、

ネ
ウ
ボ
ラ
拠
点
の
相
談
員
と

子
育
て
家
庭
の
間
に
、
い
か

に
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
、

　
広
島
県
で
は
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
度
か
ら
、
市

町
と
「
ひ
ろ
し
ま
版
ネ
ウ
ボ

ラ
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
（
図
１
）
。
ネ
ウ
ボ

ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子

育
て
支
援
の
こ
と
で
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
す

る
た
め
、
担
当
の
い
わ
ゆ
る

「
ネ
ウ
ボ
ラ
お
ば
さ
ん
」

が
、
家
族
全
体
を
見
続
け
て

い
き
、
子
育
て
家
庭
か
ら
信

頼
を
得
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
17

市
町
（
57
か
所
）
に
設
置
さ

れ
、
各
市
町
が
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
妊
娠
期
か
ら
切

れ
目
の
な
い
手
厚
い
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、「
ひ
ろ
し
ま

版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
で
目
指
し
て

い
る
姿
は
次
の
２
点
で
す
。

①
全
て
の
子
育
て
家
庭
と
の

頻
繁
な
双
方
向
の
コ
ン
タ

ク
ト
に
よ
り
、
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
子
育
て
の
安

心
感
を
醸
成

②
子
育
て
家
庭
が
抱
え
る
課

題
や
リ
ス
ク
を
確
実
に
把

が
細
か
く
な
っ
た
こ
と
で
、

発
達
状
況
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
子
育
て
に
お
け
る
支
援

状
況
等
も
丁
寧
に
聴
き
取
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
リ
ス
ク
を
抱
え
る
家

庭
の
把
握
件
数
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
妊
娠
時
期
に
把

握
す
る
件
数
が
増
加
す
る
な

ど
、
前
倒
し
に
な
っ
て
い
る

傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑶ 

自
発
的
な
来
所
・

相
談
件
数
の
増
加

　
広
島
県
内
で
は
、
母
子
保

健
に
特
化
し
た
地
区
担
当
制

に
す
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
困

難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
町
に
よ
っ
て
は
、
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
担

当
の
保
健
師
が
対
応
す
る
よ

う
に
努
め
る
、
担
当
者
名
を

明
示
す
る
と
い
っ
た
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
く
工
夫
を
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
か
ら
相

談
員
を
指
名
し
た
電
話
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
拠
点
へ
の
来
所
者
数
も
前

年
度
の
１
・
３
〜
１
・
６
倍

程
度
増
加
し
て
い
る
状
況
で

す
（
定
期
面
談
以
外
の
相
談

者
数
17（
平
成
29
）年
度
１
万

１
７
９
６
人
↓
18（
平
成
30
）

年
度
１
万
６
７
０
２
人
）
。

　
全
数
の
状
況
を
頻
繁
に
確

認
す
る
た
め
に
は
、
市
町
の

ネ
ウ
ボ
ラ
拠
点
だ
け
で
な

く
、
産
婦
人
科
・
小
児
科
等

の
医
療
機
関
や
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
、
地
域
の
関
係
機

関
と
の
連
携
体
制
を
し
っ
か

り
構
築
し
、
ネ
ウ
ボ
ラ
の
拠

点
に
確
実
に
情
報
を
集
約
す

る
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
現
在
、
連
携
の
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
施

策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
さ
ら
に
深
化

さ
せ
る
た
め
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

（
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・

ポ
リ
シ
ー
・
メ
イ
キ
ン
グ
、

根
拠
に
基
づ
く
施
策
形
成
）

の
考
え
方
や
手
法
を
採
り
入

れ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
本

事
業
は
そ
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
18（
平
成
30
）年
度
か

ら
本
格
的
に
モ
デ
ル
市
町
と

協
働
し
て
、「
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
」
と
ネ
ウ
ボ
ラ
の
「
個

別
面
談
記
録
」
の
２
種
類
の

デ
ー
タ
か
ら
成
る
パ
ネ
ル
デ

ー
タ
を
作
成
し
、
専
門
家
に

分
析
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
７
回
の
定
期
面
談
（
母

子
健
康
手
帳
交
付
か
ら
３
歳

児
健
診
ま
で
）
の
う
ち
、
特

定
の
６
時
点
を
対
象
と
し
て

利
用
者
全
員
に
対
し
実
施

し
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
や
、
不
安
感

（
12
項
目
）
が
面
談
前
後
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
な

ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
面
談
記
録
で

は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
や
個
別
の
支
援
計
画

の
作
成
の
有
無
、
定
期
面
談

以
外
の
相
談
状
況
に
つ
い
て

把
握
し
、
子
育
て
の
不
安
感

や
リ
ス
ク
へ
の
影
響
等
に
つ

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
評
価
は
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
か
ら
３
歳
児

健
診
終
了
ま
で
の
状
況
を
確

認
す
る
場
合
、
少
な
く
と
も

４
年
程
度
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
長
期
的
視
点
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
育
て
家
庭
と
ネ
ウ
ボ
ラ

が
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に

は
、
や
は
り
人
材
の
継
続
的

な
確
保
・
育
成
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
母

子
保
健
や
子
育
て
支
援
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
対
象

何
か
あ
っ
た
時
に
、
子
育
て

家
庭
か
ら
ネ
ウ
ボ
ラ
の
相
談

員
に
助
け
を
求
め
て
き
た

り
、
相
談
員
が
子
育
て
家
庭

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
調
や
不

安
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、

結
果
的
に
、
②
の
リ
ス
ク
の

早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
結

び
付
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、

広
島
県
で
は
市
町
と
協
力
し

て
、
表
１
の
と
お
り
、
モ
デ

ル
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
モ
デ
ル
市
町
に
お
い
て

は
、
既
存
事
業
を
継
続
し
な

が
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
を

並
行
し
て
実
施
す
る
と
い
う

非
常
に
困
難
な
状
況
の
中
、

確
実
に
成
果
が
見
え
始
め
て

い
ま
す
。

⑴ 

定
期
面
談
の
実
施
率
の

向
上

　
従
来
か
ら
の
母
子
保
健
事

業
で
実
施
し
て
い
た
タ
イ
ミ

ン
グ
（
母
子
健
康
手
帳
交
付

↓
新
生
児
訪
問
↓
乳
児
健
診

↓
１
歳
半
健
診
↓
３
歳
児
健

診
）
に
加
え
て
、
「
妊
娠
後

期
」
と
「
生
後
６
〜
11
か

月
」
を
新
設
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
配
付
や
パ
パ
マ
マ
教
室
等

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
頻

回
な
コ
ン
タ
ク
ト
の
機
会
の

定
着
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
結
果
、
各
時
期

に
お
い
て
、
前
年
度
よ
り
面

談
実
施
率
（
対
象
者
数
に
対

す
る
面
談
の
実
施
割
合
）
が

上
昇
し
て
い
ま
す
。
特
に
妊

娠
期
は
、
妊
娠
後
期
に
コ
ン

タ
ク
ト
を
と
る
こ
と
に
よ

り
、
出
産
や
産
後
の
状
況
を

具
体
的
に
想
定
し
た
上
で
の

状
況
確
認
や
支
援
の
内
容
の

確
認
が
で
き
、
早
期
の
支
援

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑵
リ
ス
ク
把
握
の
前
倒
し

　
モ
デ
ル
市
町
に
は
、
保
健

師
や
助
産
師
等
の
医
療
関
係

職
種
と
保
育
士
等
の
子
育
て

支
援
職
種
を
セ
ッ
ト
で
配
置

し
た
こ
と
と
、
頻
回
に
子
育

て
家
庭
と
会
う
機
会
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
専
門

職（
保
健
師
、助
産
師
、保
育

士
等
）
の
強
み
を
生
か
し
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
互
い
に
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
把
握
の
網
目

た
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
研
修
の
一
つ
と
し

て
、
19
（
令
和
元
）
年
９
月

28
日
に
、
一
般
社
団
法
人
日

本
家
族
計
画
協
会
と
の
共
催

で
、
広
島
市
内
で
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
右
記
を
参
照
）
。
最
新
の

知
見
や
情
報
を
得
る
機
会
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研

修
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ

ラ
は
、
１
０
０
年
か
け
て
現

在
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
ひ
ろ
し
ま
版
ネ
ウ
ボ

ラ
」は
、ま
だ
始
め
て
間
も
な

い
取
り
組
み
で
す
が
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
し
な
が
ら
モ
デ
ル

事
業
の
質
を
向
上
さ
せ
、
県

内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
市
町

や
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
子
育
て
家
庭
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
島
県
健
康
福
祉
局
子
育

て
・
少
子
化
対
策
課
課
長

 

伊
東
典
代
氏
）

に
、
テ
ー
マ
別
の

研
修
や
離
職
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
き
ま
し

た
。今
年
度
は
、ネ

ウ
ボ
ラ
の
拠
点
で

必
要
と
さ
れ
る
人

材
の
ス
キ
ル
等
の

整
理
や
、
体
系
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
、
実
践
能

力
レ
ベ
ル
に
応
じ

図１　 母子保健と子育て支援が一体となった支援体制のイメージ
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表１　 ひろしま版ネウボラ
実施体制と主な取り組み

パパ向け育児教室の様子

【参考】 2019（令和元）年度「ひろしま版ネウボラ構築事業」予算額　
100,397千円（うち県一般財源99,707千円）

　①モデル事業の実施：6市町及び試験的な取り組み2市町
　② 推進会議の開催：評価検証、シンポジウム開催（2020（令和2）

年1月予定）
　③人材の確保・育成：体系的なカリキュラム作成、研修実施

◆身近な地域への拠点整備（概ね日常生活圏域ごと）
◆ 職員の手厚い配置（母子保健と子育て支援の専門職を
セットで配置・出生数50人に1人の割合で手厚く配置）

《実施体制》

・ 定期面談による全数把握（３歳までに７回。妊娠期～
０歳期を重点的に実施）
・専門職による丁寧な面談（傾聴、担当者制）　　　
・ プレママレター等継続的なコンタクト、土日開所、プ
レゼント配付　等

《具体的な取り組み内容》

切れ目のない妊娠・出産・育児支援のためのセミナー

①国の施策②周産期メンタルヘルス③児童虐待の多機関連携が学べる！

プログラムと講師紹介

① 「 健やか親子21（第2次）『妊娠期
からの児童虐待防止対策』とは」

② 「 周産期メンタルヘルス
 ～ハイリスク妊婦への対応」

③「児童虐待と多機関連携」

　来年度末までの子育て世
代包括支援センター設置に
向け、妊産婦の実情把握、
保健指導・支援プランの策
定、保健医療または福祉機
関との連絡調整が求められ
ています。中でも関心の高
い「周産期のメンタルヘル
ス」の実情把握と、「多機
関での連携した支援の在り
方」に焦点を当てます。

●開催日： 8月24日㈯（大阪市）
9月28日㈯（広島市）広島県共催
11月2日㈯（福岡市）

●時　間：9:45～17:15
●定　員：各会場100人
●受講対象 者：切れ目のない支援に関わる

全ての専門職の方
（例： 保健師、助産師、医師、ソーシャル

ワーカー、保育士、行政の子育て世
代包括支援センター担当者など）

●受講料：15,000円+税

周産期のメンタルヘルスから
 児童虐待防止へつなげる 山縣然太朗　山梨大学大学院総合研究

部社会医学講座教授／厚生労働省「健や
か親子21」検討会委員

鈴木　利人　順天堂大学医学部附属順
天堂越谷病院メンタルクリニック／大学
院医学研究科精神・行動科学分野教授／
日本周産期メンタルヘルス学会理事

仙田　昌義　総合病院国保旭中央病院
小児科部長／日本小児科学会子どもの死
亡登録検証委員会副委員長／日本子ども
虐待防止学会代議員

一般社団法人 日本家族計画協会 主催

セミナー
の

ご案内

◆ 
ひ
ろ
し
ま
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

母子保健 と子育て部門 が

 連携した一体的な支援にチャレンジ
広島が“県”として取り組む

◆ 

モ
デ
ル
市
町
の
取
り
組
み

◆
モ
デ
ル
事
業
の
検
証

◆
人
材
育
成
の
必
要
性
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５
月
31
日
、
日
本
医
師
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
で
「
２
０
１
９
年
世
界
禁
煙
デ

ー
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催
＝
公
益
社
団
法
人
日
本
医
師
会
、
た
ば

こ
と
健
康
問
題
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
禁
煙
学
会
）
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
世
界
禁
煙
デ
ー
を
広
く
周
知
し
受
動
喫
煙
の
な
い
日
本
を
目
指
す
た
め
に
、

毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
「
受
動
喫
煙
防
止
法
制
化
の
先
を
見
据
え

て
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
特
別
発
言
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部

を
紹
介
す
る
。

　
今
回
か
ら
６
回
に
渡
り
産

業
精
神
保
健
の
話
題
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
米

沢
宏
で
す
。
Ｅ
Ａ
Ｐ
と
は
従

業
員
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

（Em
ployee Assistance 

Program

）
の
略
で
、
企
業

従
業
員
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
総
合
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
企
業
と

し
て
ご
契
約
い
た
だ
き
、
利

用
者
は
無
料
で
電
話
や
メ
ー

ル
相
談
が
で
き
ま
す
。
現
在

弊
社
は
、
自
治
体
を
含
め
２

０
０
社
以
上
の
会
社
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
経
験
か
ら
み
な
さ
ん
に

役
立
ち
そ
う
な
話
題
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
１
回
は
最
近
、
企
業
の

人
事
担
当
者
な
ど
か
ら
よ
く

聞
か
れ
る
「
６
月
病
」
の
話

で
す
。

●
５
月
病
、
６
月
病
と
は

　
５
月
病
と
い
う
表
現
は
ず

い
ぶ
ん
昔
か
ら
あ
る
の
で
ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
熾し

烈れ
つ

な
受
験
戦
争
を
勝

ち
抜
い
た
優
秀
な
学
生
が
、

大
学
に
入
る
と
目
標
を
喪
失

し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

明
け
あ
た
り
か
ら
一
時
的
に

無
気
力
な
状
態
に
な
る
こ
と

を
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
新
入
社
員
の
不
適
応

に
対
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
の
新
入
社
員
の
場
合

は
、
目
標
喪
失
と
い
う
よ
り

も
ぬ
る
ま
湯
の
学
生
生
活
か

ら
厳
し
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
に
入
っ
て
不
適
応
を
起
こ

し
て
い
る
状
態
な
の
で
、
大

学
生
の
も
の
と
は
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
違
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
こ
の
不
適
応

が
６
月
に
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
た
め
「
６
月
病
」
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
精
神
医
学
的
に
は
「
適

応
障
害
」
と
呼
び
ま
す
。

　
会
社
と
い
う
新
し
い
環
境

へ
の
一
時
的
な
不
適
応
状
態

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
民
間
に
よ
る
た
ば
こ
ゼ

ロ
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
」
（
座
長
＝
一
般
社
団
法

人
日
本
禁
煙
学
会
理
事
長
作

田
学
氏
）
と
題
し
、
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
公
益
社
団
法
人
東
京
都
医

師
会
会
長
尾
崎
治
夫
氏
が

「
禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
発
足
の
経
緯
に
つ

い
て
紹
介
。
こ
れ
は
企
業
で

の
禁
煙
活
動
の
強
化
や
禁
煙

希
望
者
へ
の
積
極
的
支
援
を

目
的
に
２
０
１
８
年
４
月
に

設
立
さ
れ
、
現
在
21
企
業
と

２
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

な
の
で
す
。
し
か
し
適
切
に

対
処
し
な
い
と
う
つ
病
に
進

行
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
新
入
社
員
だ
け
で
な

く
、
転
勤
や
異
動
な
ど
職
場

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
社

員
に
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

●
適
応
曲
線

　
原
因
と
し
て
最
も
大
き
い

の
は
環
境
変
化
で
す
。
人
間

が
新
し
い
環
境
に
適
応
す
る

時
の
プ
ロ
セ
ス
は
Ｕ
カ
ー
ブ

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
新
し
い

環
境
に
入
っ
た
最
初
の
１
か

月
は
意
気
込
ん
で
頑
張
る
の

で
す
が
（
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
）、

今
ま
で
と
は
い
ろ
い
ろ
勝
手

が
違
い
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
を
い
く
つ
も
経
験
し
、

混
乱
し
て
き
ま
す
（
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
期
）
。
こ
の

ピ
ー
ク
が
３
か
月
目
く
ら
い

で
、
そ
の
後
徐
々
に
環
境
に

適
応
し
、
半
年
く
ら
い
で
落

ち
着
く
の
で
す
（
適
応
期
）。

６
月
と
い
う
の
は
ち
ょ
う
ど

３
か
月
目
に
当
た
る
わ
け
で

す
。
さ
ら
に
日
本
の
場
合
は

梅
雨
で
う
っ
と
う
し
い
こ
と

も
体
調
不
良
に
拍
車
を
掛
け

る
で
し
ょ
う
。

● 

６
月
は
メ
ン
タ
ル
が

不
安
定

　
さ
ら
に
６
月
は
１
年
の
中

で
最
も
メ
ン
タ
ル
が
不
安
定

に
な
る
時
期
な
の
で
す
。

　「
木こ

の
芽め

時ど
き

」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
３
月
く
ら

い
か
ら
メ
ン
タ
ル
不
調
者
が

徐
々
に
増
え
始
め
、
５
月
か

６
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
夏

に
い
っ
た
ん
減
り
、
10
月
く

ら
い
に
ま
た
増
え
、
冬
に
少

な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
季

節
に
よ
る
揺
ら
ぎ
が
あ
る
の

で
す
。
理
由
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
経
済
で
夏
枯
れ

冬
枯
れ
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
人
間
の
活
動
自
体
に

季
節
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

● 

５
月
病
、

６
月
病
の
治
療
法

　
５
月
病
、
６
月
病
は
新
し

い
環
境
に
適
応
し
て
い
く
た

め
の
試
行
錯
誤
の
時
期
で
あ

り
、
軽
重
の
差
は
あ
れ
、
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で

す
。

　
対
処
法
と
し
て
は
、
睡
眠

の
確
保（
７
時
間
以
上
）、食

事
を
含
め
た
規
則
正
し
い
生

活
、
仕
事
を
家
に
持
ち
帰
ら

な
い
、
土
日
は
ゆ
っ
た
り
過

ご
す
な
ど
、
仕
事
と
私
生
活

の
オ
ン
・
オ
フ
を
は
っ
き
り

つ
け
る
こ
と
や
、
友
人
や
家

族
と
会
話
を
す
る
こ
と
な
ど

で
す
。

　
こ
う
や
っ
て
日
常
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
と

１
か
月
く
ら
い
で
落
ち
着
き

ま
す
。
も
し
も
不
調
が
３
週

間
以
上
続
く
よ
う
な
ら
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
検
討
し

ま
す
。

● 

周
囲
は
何
に

気
を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か

　
職
場
で
重
要
な
の
は
上
司

の
声
掛
け
で
す
。
仕
事
に
慣

れ
た
か
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
な
い
か
、
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
、
な
ど
適
宜
聞

く
こ
と
で
す
。
も
し
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
個

別
に
話
し
合
い
を
持
ち
、
適

切
な
助
言
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。
仕
事
が
合
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
方
向
転
換
も
含

こ
れ
ら
企
業
は
、
喫
煙
率
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら

禁
煙
を
推
進
し
て
い
く
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
互
い
に
情
報
交

換
し
、
競
い
合
っ
て
、
22
年

に
喫
煙
率
を
12
％
に
す
る
と

い
う
目
標
に
向
け
て
活
動
を

進
め
て
い
る
。

　
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
セ
ン
タ
ー
疫
学
統

計
部
副
部
長
田
淵
貴
大
氏

は
、
「
新
型
タ
バ
コ
時
代
の

タ
バ
コ
対
策
の
進
め
方
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　
禁
煙
と
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
加
熱
式
タ
バ

コ
等
は
使
っ
て
も
よ
い
場
所

が
あ
る
こ
と
に
触
れ
「
新
型

タ
バ
コ
の
登
場
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
受
動
喫

煙
対
策
が
後
退
さ
せ
ら
れ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　
日
本
に
お
い
て
新
型
タ
バ

コ
が
メ
デ
ィ
ア
等
の
力
を
借

り
て
急
速
に
広
ま
っ
た
こ

と
、
日
本
の
よ
う
に
国
内
全

域
で
購
入
で
き
る
の
は
世
界

で
も
ま
れ
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
解
説
。さ
ら
に
、メ
ー
カ
ー

は
紙
巻
タ
バ
コ
よ
り
も
健
康

へ
の
リ
ス
ク
が
低
い
と
う
た

っ
て
い
る
が
、
病
気
に
な
る

リ
ス
ク
は
減
ら
な
い
と
い
う

研
究
デ
ー
タ
が
出
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

特
別
発
言

「
子
ど
も
は
未
来
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
対
が

ん
協
会
参
事
望
月
友
美
子
氏

が
「
子
ど
も
は
未
来
」
と
題

し
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
タ
バ
コ

の
な
い
社
会
を
つ
く
る
必
要

性
を
語
っ
た
。

　
日
本
対
が
ん
協
会
で
は

「
タ
バ
コ
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
」

と
い
う
子
ど
も
た
ち
と
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち

が
、
「
な
ん
で
そ
ん
な
に
体

に
悪
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

の
か
」
と
素
朴
な
疑
問
を
突

き
付
け
て
く
る
と
い
う
。

　
望
月
氏
は
、
「
タ
バ
コ
産

業
や
税
収
な
ど
大
人
は
い
ろ

い
ろ
な
事
情
を
言
う
が
、
子

ど
も
た
ち
に
は
そ
ん
な
言
い

訳
な
ど
通
じ
ず
、
タ
バ
コ
は

無
駄
な
の
で
は
な
い
か
と
直

球
で
問
い
掛
け
て
く
る
。
そ

う
い
っ
た
視
点
が
と
て
も
大

事
だ
」
と
子
ど
も
た
ち
の
目

線
で
喫
煙
に
ま
つ
わ
る
問
題

を
捉
え
直
す
こ
と
の
重
要
性

を
語
っ
た
。
そ
し
て
、
タ
バ

コ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関

係
が
あ
る
た
め
、
こ
の
社
会

を
抜
本
的
に
変
え
る
に
は
一

番
弱
い
立
場
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
タ
バ
コ
に
対
す
る
知

識
を
付
け
、
一
つ
一
つ
矛
盾

を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
望
月
氏
は
、
タ
バ

コ
産
業
の
利
権
に
立
ち
向
か

い
、
タ
バ
コ
の
な
い
社
会
を

つ
く
る
に
は
「
人
の
つ
な
が

り
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
で

あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
に
よ
っ
て
健
康
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
」
と

会
場
に
投
げ
掛
け
た
。

め
た
対
策
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
本
人
が
目
標
を

高
く
設
定
し
過
ぎ
て
苦
し

ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
不
安
定
な
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
こ
と

が
始
ま
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
期

待
を
込
め
て
接
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

会場の様子。2020年開催の東京オリンピック・パ
ラリンピックを契機に進められている受動喫煙防
止の取り組みについてそれぞれの登壇者が語った

【著者】 高尾総司（岡山大学大学院医歯薬学
総合研究科講師）

【仕様】 ４枚セット／Ａ１判・Ａ２判／片面
カラー

【価格】 110011 A1判：本体15,000円＋税
110012 A2判：本体  9,500円＋税

※名入れ印刷代：一律1,500円＋税
※多部数割引あり

各話を順に張り替えていくことで、
「感謝」の心にはたらきかけます！
【１セット４話でストーリーが展開】
❶財布×たばこ編　❷時間×たばこ編
❸家族×たばこ編　❹応援×たばこ編

ストーリー型ポスター禁煙編

健康メモの仕様と価格【仕様】A4判ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷【価格】本体1,300円＋税（多部数割引あり）

こころもからだも健康に
～あなたを大切にするあなたのために～

健康メモ

【監修】 公益社団法人
日本産婦人科医会

母
子
を
た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
に

危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
タ
バ
コ

健康
メモ

200810【監修】 齋藤麗子
（十文字学園女子大学 
健康管理センター長）

た
ば
こ
と
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ
う
！

こ
ん
な
に
怖
い
女
性
の
喫
煙

健康
メモ

202510【監修】 大和浩（産業医科大学 
産業生態科学研究所 
健康開発科学研究室 教授）

知
っ
て
お
き
た
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
知
識
あ
れ
こ
れ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
っ
て
何
？

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

健康
メモ

202118

【監修】吉村靖司（神田東クリニック院長）
【仕様】 A4ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・

裏2色刷／本体1,300＋税（多部数
割引あり）

対象者のこころも、あなたのこころも
守る秘訣をやさしく伝えます。

202114

「
５
月
病
」
と
「
６
月
病
」

ジ
ャ
パ
ン
Ｅ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
ズ 

顧
問
医

米
沢
　
宏

第
１
回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

あ
な
た
の
職
場
で
活
き
る

全
６
回

JFPAの教材で とひと息ほっ

受
動
喫
煙
防
止
法
制
化
の
先
を
見
据
え
て

２
０
１
９
年
世
界
禁
煙
デ
ー
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3238
http://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4327
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4250
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3067


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。
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クローズ アップ

が付いている教材の詳細は、「本会総合カタログ 2019年版」をご覧ください。カタログをご希望の方は FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りします）カタログ

JFPA教材
活用
大作戦！

人気シリーズ待望の続刊 ついに発売！

シリーズ既刊も好評発売中！
体の状態に合わせて、楽しくバランスよい食事を選べます

コンビニごはんガイド
女性編

ご注文の際は、同封の注文書にご記入の上、こちらまで➡ FAX：03-3267-2658

　
教
材
の
購
入
に
か
か
る
梱
包
・
発
送

料
が
、
タ
ダ
に
な
る
お
話
で
す
。
１
回

の
ご
注
文
で
１
万
５
千
円
（
税
別
）
以

上
購
入
す
る
と
、
送
付
先
１
か
所
分
の

送
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
健
康
メ
モ

な
ら
、
12
冊
以
上
で
送
料
無
料
。
も
ち

ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
健
康
メ
モ
を
組
み

合
わ
せ
て
も
大
丈
夫
な
の
で
、
各
部
署

と
の
連
携
で
取
り
ま
と
め
る
の
が
お
す

す
め
で
す
。
し
か
も
、
請
求
書
な
ど
の

書
類
は
、
各
部
署
宛
て
に
分
割
で
き
ま

す
。
20
冊
以
上
な
ら
多
部
数
割
引
も
適

梱
包
＆
発
送
料
が
無
料
に
な
る

裏
ワ
ザ
、
ご
存
じ
で
す
か
？

健康メモ

【健康メモの仕様・価格】A4判ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷／本体1,300円＋税（多部数割引あり）

201739

メタボ編201735 血糖編201737 血圧編201738LDLコレステ
ロール編

201736

用
さ
れ
て
断
然
お
得
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
注
文
の
際
の
お
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《梱包・発送料》
１回のご注文総額（税別）が

（2019年7月1日現在）

3,000円まで… 900 円+税

3,001円～14,999円
………………… 1,200 円+税

15,000円以上…… ‼無料

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
総
菜
・
弁
当
が
並
べ
ら
れ
、多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
市
場
が
拡
大
を
続
け
る
中
で
、栄
養
指
導
に
お
い
て

も
、「
中な

か

食し
ょ
く」に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
対
象
者
の
食
習
慣
改
善
の
た
め
に
、今
後
、よ

り
い
っ
そ
う
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
会
発
行
の
人
気
教
材
「
コ
ン
ビ
ニ
ご
は
ん
ガ
イ

ド
」か
ら
、中
食
を
活
用
し
て
栄
養
指
導
を
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
味
付
き
め
か
ぶ
を
合
わ
せ

る
と
血
糖
値
の
上
昇
や
脂
肪

の
吸
収
を
緩
や
か
に
す
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
対
す
る
栄
養
指
導

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
方
は
総
菜
パ
ン
、
か

ら
揚
げ
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
と
い
っ
た
高
カ
ロ
リ
ー
食

品
の
組
み
合
わ
せ
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
梅
干

し
と
さ
け
の
お
に
ぎ
り
、
か

ら
揚
げ
、
お
茶
と
い
っ
た
具

体
的
な
代
替
食
品
を
提
案
す

る
。
対
象
者
に
は
油
脂
が
少

な
い
主
食
を
選
ん
で
も
ら

い
、
果
汁
飲
料
の
糖
質
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
こ
こ
で
の
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
全
て
の
食
品
を
替
え

る
の
で
は
な
く
、
「
か
ら
揚

げ
」
は
残
す
と
い
う
点
で
あ

る
。
好
み
に
合
わ
せ
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
食
品
選
び

を
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

行
動
変
容
を
期
待
で
き
る
。

女
性
の
体
に
合
わ
せ
た

食
品
選
び

　
女
性
へ
の
栄
養
指
導
の
際

は
、
貧
血
や
骨
密
度
の
低
下

な
ど
、
女
性
に
多
い
健
康
問

題
を
防
ぐ
た
め
の
食
品
選
び

を
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

（
左
上
表
参
照
）。メ
タ
ボ
の

場
合
と
は
逆
に
、
野
菜
サ
ン

ド
と
ス
ー
プ
の
み
で
お
昼
を

済
ま
し
て
し
ま
う
と
カ
ロ
リ

ー
も
栄
養
も
不
足
し
、
疲
れ

「
や
め
ま
し
ょ
う
」
か
ら

「
こ
れ
も
食
べ
て
み
た
ら
？
」

の
指
導
へ

　
近
年
、
調
理
済
み
の
食
品

を
購
入
し
て
家
庭
や
職
場
で

食
べ
る
、
中な

か

食し
ょ
くの
市
場
が
拡

大
し
て
い
る
。
矢
野
経
済
研

究
所
が
実
施
し
た
「
惣
菜

（
中
食
）
市
場
に
関
す
る
調

査（
２
０
１
７
年
）」に
よ
れ

ば
、
16
年
度
の
総
菜
市
場
規

模
は
約
８
兆
５
千
億
円
で
、

購
入
先
と
し
て
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
幅
広
い
年

齢
層
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
現
在
、
全
国
に
は
約
５
万

５
千
店
の
コ
ン
ビ
ニ
ス
ト
ア

が
あ
る
。
日
常
生
活
で
の
よ

り
身
近
な
食
事
の
選
択
肢
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ

の
食
品
で
食
事
を
賄
う
対
象

者
に
コ
ン
ビ
ニ
で
の
購
入
を

や
め
る
、
残
す
よ
う
に
す
る

と
い
っ
た
指
導
は
現
実
的
で

な
く
、
行
動
変
容
に
は
つ
な

が
り
づ
ら
い
。
コ
ン
ビ
ニ
の

食
事
も
体
（
検
査
数
値
）
に

合
わ
せ
た
食
品
選
び
に
よ
っ

て
食
習
慣
の
改
善
が
可
能
で

あ
る
。
例
え
ば
、
お
に
ぎ
り

に
カ
ッ
プ
麺
を
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
食
物
繊
維
の
多

や
す
い
体
に
な
り
、
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
は
具
だ

く
さ
ん
の
ミ
ッ
ク
ス
サ
ン
ド

を
選
び
バ
ナ
ナ
を
加
え
る
こ

と
で
、
パ
ン
だ
け
で
は
不
足

し
が
ち
な
炭
水
化
物
を
補
え

る
。
ま
た
、
ス
ー
プ
を
ツ
ナ

サ
ラ
ダ
と
成
分
無
調
整
豆
乳

に
替
え
る
こ
と
で
タ
ン
パ
ク

質
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
貧
血
気
味
や
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
が
見
受
け
ら
れ
る
対
象

者
に
は
、
卵
入
り
と
ろ
ろ
そ

ば
、
し
ら
す
と
豆
腐
の
サ
ラ

ダ
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
の
組

み
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
で
鉄

分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
効

果
的
に
摂
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

購
入
価
格
も
指
導
の

効
果
に
影
響

　
中
食
の
栄
養
指
導
を
す
る

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
コ
ン

ビ
ニ
ご
は
ん
ガ
イ
ド
」
著
者

で
あ
る
小
島
美
和
子
氏
（
ク

オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

代
表
・
管
理
栄
養
士
／
健
康

運
動
指
導
士
）
に
伺
っ
た
。

　
「
専
門
職
は
コ
ン
ビ
ニ
商

品
を
買
わ
な
い
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
に

よ
っ
て
商
品
は
さ
ま
ざ
ま
な

の
で
、
売
り
場
を
見
て
ど
ん

な
商
品
が
あ
る
か
、
対
象
者

が
い
つ
も
ど
の
よ
う
な
物
を

コ
ン
ビ
ニ
で
選
ん
で
い
る
か

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
提
案
が
具
体
的
な
ほ

ど
、
対
象
者
の
実
践
度
は
上

が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
売
り

場
で
は
価
格
も
併
せ
て
チ
ェ

ッ
ク
し
、
今
よ
り
食
費
が
か

か
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
は

避
け
る
こ
と
が
、
効
果
的
に

指
導
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

と
語
っ
た
。

（禁無断転載）

表　女性の対象者におすすめできるコンビニでの食事選びの一例

きちんと食べてイキイキ過ごすため
のエッセンスを詰め込みました！

【著者】 小島美和子（クオリティラ
イフサービス代表・管理栄
養士／健康運動指導士）

【著者】小島美和子（クオリティライフサービス代表・管理栄養士／健康運動指導士）

変更前 問題点 変更後 効　果

•野菜サンド
• オニオン
グラタンスープ

カロリー・
栄養素不足

•ミックスサンド
• ツナサラダと
成分無調整豆乳

•バナナ

カロリー・
栄養素アップ

• 明太子クリーム
パスタ
• シーザーサラダ
（ドレッシング）
• フルーツヨーグ
ルト

あぶら（飽和
脂肪酸）
のとり過ぎ

• あさりのボンゴレパスタ
•豆と野菜のスープ
• 低脂肪・無脂肪の
ヨーグルト

脂質減・
タンパク質増

•かき揚げうどん
•野菜スティック

鉄・
カルシウム
不足

•卵入りとろろそば
• しらすと豆腐のサラダ
• カットフルーツ
（グレープフルーツやオレンジ）

カルシウム
増・鉄分増

対
象
者
に
合
っ
た
具
体
的
提
案
で
食
習
慣
を
改
善
！

コンビニごはん、どう選ぶ？

http://hsmk.jp/products/list.php?transactionid=4dd128b06a87612ed7a589e48b6ac5b24b99464a&mode=search&keyword1=&category_id=&keyword2=%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%93%E3%83%8B%E3%81%94%E3%81%AF%E3%82%93&search=%E6%A4%9C%E7%B4%A2
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4564


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）8家 　 族 　 と 　 健 　 康（第784号） 2019年（令和元年）7月 1日

自
分
の
か
ら
だ
を
よ
く
知
る甲

村
　
弘
子

52
医
療
法
人
フ
ラ
ウ
エ
ン 
こ
う
む
ら
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク（
大
阪
市
中
央
区
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

　
私
は
、
長
く
病
院
で
臨
床

医
を
勤
め
た
後
、
女
子
大
学

で
母
子
保
健
や
小
児
保
健
を

教
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
性
教
育
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
初
め
は
、
彼
女
た
ち

が
性
に
つ
い
て
い
か
に
知
ら

な
い
か
、
も
っ
と
言
え
ば
、

教
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
か

と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
避

妊
や
性
感
染
症
に
つ
い
て
の

知
識
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
し

て
大
切
な
こ
と
は
「
自
分
の

か
ら
だ
を
よ
く
知
る
」
こ
と

で
あ
る
の
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
か
ら
だ
を
知
る
こ

と
は
、
心
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
彼
女
た
ち
に

は
、
自
分
自
身
を
あ
り
の
ま

　
で
は
、
性
の
健
康
を
実
現

す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で

し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
不
可
欠
な
も
の
と

し
て
、「
性
の
権
利
」
が
あ
り

ま
す
（
性
の
権
利
宣
言
）
。

　
現
在
、
日
本
で
は
乳
幼
児

の
約
５
％
が
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
問

題
の
解
決
の
た
め
に
、
正
し

い
知
識
を
学
び
ま
す
。

【
講
師
】
海
老
澤
元
宏
（
国

立
病
院
機
構
相
模
原
病
院
副

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

【
内
容
】
食
べ
て
治
す
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
実
際
と
、
家

庭
で
で
き
る
対
策
に
つ
い
て

第
16
話　

ピ
ル
承
認
に
向
け
た

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
動
き

　
１
９
５
５
年
、
東
京
で
開

催
さ
れ
た
第
５
回
国
際
家
族

計
画
会
議
を
契
機
に
石
川
正

臣
日
本
医
科
大
学
教
授
（
当

時
）
を
班
長
と
し
、
関
東
逓

信
病
院
の
松
本
清
一
（
晩
年

の
本
会
会
長
）
ら
に
よ
っ
て

「
経
口
避
妊
に
関
す
る
研
究

班
」
が
発
足
し
た
こ
と
は
既

に
述
べ
た
。
班
員
で
あ
っ
た

大阪大学医学部卒業後、大阪大学医学
部産婦人科入局。大阪大学医学部附属
病院、大阪警察病院産婦人科勤務の
後、大阪樟蔭女子
大学教授。2015
年4月より現職。
日本思春期学会常
務理事、日本女性
心身医学会理事、
日本女性医学学会
代議員など。

甲村　弘子今月の人

い
る
。

　
61
年
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
で
は
小
林
隆
教
授
を
委
員

長
と
す
る
内
分
泌
委
員
会
を

発
足
さ
せ
た
が
、
米
国
で
の

ピ
ル
認
可
に
伴
っ
て
早
晩
わ

が
国
で
も
こ
れ
が
問
題
と
な

り
、
関
係
当
局
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
た
時
に
学
会
と
し

て
一
定
の
結
論
ま
た
は
意
見

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
ゲ
ス

タ
ー
ゲ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
製
剤
）
に
よ
る
経
口
避
妊

の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
、植
田
安
雄（
神
戸
大
）、石

塚
直
隆（
名
大
）、松
本
清
一

（
群
馬
大
）の
３
委
員
に
副
作

用
に
関
す
る
調
査
が
依
頼
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
植
田
は
28

病
院
か
ら
集
め
た
７
７
８
例

３
４
９
４
周
期
の
ピ
ル
投
与

例
を
集
計
し
て
そ
の
有
効
性

を
認
め
、
石
塚
は
妊
娠
中
ゲ

ス
タ
ー
ゲ
ン
を
受
け
た
母
体

か
ら
生
ま
れ
た
新
生
児
の
性

器
異
常
に
関
す
る
調
査
研
究

を
ま
と
め
た
。
松
本
は
排
卵

が
報
告
さ
れ
、
松
本
は
ゲ
ス

タ
ー
ゲ
ン
に
よ
る
排
卵
抑
制

の
臨
床
応
用
に
つ
い
て
、
林

は
ゲ
ス
タ
ー
ゲ
ン
服
用
中
の

血
液
凝
固
能
の
変
化
と
服
用

中
止
後
の
性
機
能
の
変
化
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　
65
年
３
月
に
は
内
分
泌
委

員
会
で
３
年
間
の
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
植
田
は
２
５
０

例
２
４
６
３
周
期
、
松
本
は

78
例
１
８
０
９
周
期
の
長
期

投
与
例
に
つ
い
て
詳
細
な
副

作
用
の
検
討
結
果
を
報
じ
、

ピ
ル
は
使
用
法
を
慎
重
に

し
、
医
師
の
指
導
、
監
視
の

下
で
用
い
ら
れ
れ
ば
十
分
臨

床
使
用
に
耐
え
る
と
結
論
付

け
た
。

　
66
〜
67
年
度
に
は
40
大
学

お
よ
び
公
立
病
院
の
協
力
に

よ
る
全
国
調
査
が
行
わ
れ
、

13
種
の
製
剤
、
１
５
１
３
例

１
万
５
７
７
８
周
期
で
の
使

用
で
、
避
妊
効
果
は
１
０
０

％
、
無
月
経
が
０
・
２
〜

３
・
１
％
、
破
綻
出
血
が

１
・
０
〜
１
・
31
％
に
見
ら

れ
る
が
、
副
作
用
は
消
化
器

症
状
が
大
半
で
、
重
要
な
も

の
は
認
め
ら
れ
な
い
と
報
告

し
て
い
る
。
ま
た
、
服
用
中

止
例
５
５
１
例
で
中
止
後
の

性
周
期
が
調
査
さ
れ
、
４
例

の
回
復
容
易
な
無
月
経
が
認

め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。

松
本
は
そ
の

後
の
学
会
で

の
動
き
に
つ

い
て
臨
床
婦

人
科
産
科

（39(8)

：

7-10,1985

）

で
次
の
よ
う

に
ま
と
め
て

抑
制
の
月
経

周
期
に
及
ぼ

す
影
響
を
中

心
に
し
て
副

作
用
を
検
討

し
て
特
別
の

悪
影
響
を
認

め
な
い
と
報

告
し
た
。

　
こ
の
研
究
結
果
は
63
年
３

月
に
委
員
会
で
報
告
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
62
年
４

月
に
第
35
回
日
本
内
分
泌
学

会
の
宿
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ゲ
ス
タ
ー
ゲ
ン
の
批
判
」

で
も
発
表
さ
れ
た
。

　
64
年
３
月
に
は
第
16
回
日

本
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
内
分
泌
」

で
、
徳
田
源
市
、
滝
一
郎
、

松
本
、
林
要
、
大
島
清
な
ど

に
よ
り
ゲ
ス
タ
ー
ゲ
ン
の
実

験
的
な
ら
び
に
臨
床
的
研
究

な
ど

【
日
時
】
９
月
10
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
３

階
（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
参
加
希
望
の

方
は
、
必
ず
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
専
用
申
込
書
で
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

※
８
月
の
研
修
会
は
夏
休
み

の
た
め
お
休
み
で
す
。

　
今
は
大
学
で
教
え
る
こ
と

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
若
い
患
者
さ

ん
が
訪
れ
る
と
、
学
生
た
ち

に
接
し
て
い
た
と
き
と
似
た

気
持
ち
が
湧
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
て
、
自
分
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
そ

ん
な
気
持
ち
を
込
め
な
が

ら
、
日
々
の
診
療
の
中
で
、

性
の
健
康
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

９
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会  

第
499
回

テ
ー
マ

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新
情
報

　
妊
娠
す
る
前
か
ら
産
み
た

い
時
に
産
め
る
よ
う
そ
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
以
前
に
も

増
し
て
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
思
春
期
か
ら
若
年

の
女
性
（
あ
る
い
は
カ
ッ
プ

ま
に
認
め
て
、
自
分
を
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
自
己
評

価
を
高
く
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
ジ
ェ

　
や
せ
て
い
る
女
性
は
切
迫

早
産
、
早
産
、
低
出
生
体
重

児
分
娩
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お

り
、
妊
娠
前
女
性
の
栄
養
状

態
が
児
の
将
来
の
生
活
習
慣

病
リ
ス
ク
に
影
響
す
る
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

２
．
子
宮
内
膜
症

　
最
近
の
知
見
で
は
思
春
期

の
月
経
困
難
症
の
原
因
に
子

宮
内
膜
症
病
変
が
か
な
り
の

頻
度
で
存
在
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
症
リ
ス
ク
因
子
と
し
て

早
期
か
ら
の
月
経
痛
が
挙
げ

ら
れ
、
初
経
後
早
い
時
期
か

ら
月
経
痛
が
あ
っ
た
女
性

は
、
な
か
っ
た
女
性
よ
り
発

症
率
が
有
意
に
高
い
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
強
い
月
経
痛
を
我
慢
す
る

必
要
は
な
く
治
療
薬
剤
を
使

用
し
て
問
題
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
な
ど
の

薬
剤
の
使
用
は
、
痛
み
を
取

っ
て
日
常
生
活
を
保
ち
内
膜

症
の
進
行
を
抑
え
て
将
来
の

妊に
ん

孕よ
う

性
を
保
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
つ
ま
り
月
経
の

仕
組
み
や
月
経
痛
に
つ
い
て

自
分
の
身
体
を
よ
く
知
り
、

解
決
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
性
の
健
康
教
育
と
し
て

必
要
な
の
で
す
。

ン
ダ
ー
へ
の
気
付
き
な
ど
、

自
身
と
他
者
の
性
を
理
解
す

る
こ
と
や
、
性
の
健
康
を
保

つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

　
今
回
は
、
学
生
た
ち
に
教

え
る
中
で
培
い
、
今
も
診
療

時
に
伝
え
て
い
る
こ
と
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
性
の
権
利
」
は
幅
広
い
概

念
で
す
が
、そ
の
一
つ
に「
子

ど
も
を
産
む
か
ど
う
か
、
産

む
と
す
れ
ば
い
つ
、
何
人
ま

で
を
産
む
か
を
決
定
す
る
権

利
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
出
産
年
齢
の
高
齢
化
に
直

面
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状

に
こ
れ
を
当
て
は
め
て
考
え

て
み
ま
す
と
、
カ
ッ
プ
ル
が

妊
娠
を
望
ん
だ
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
妊
娠
・
出
産
へ
と
導
く

こ
と
も
、
こ
の
権
利
の
保
障

に
つ
な
が
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ル
）
に
対
し
知
識
や
情
報
を

提
供
し
て
、
将
来
の
妊
娠
の

た
め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
」
は
世
界
的
に
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
健

全
な
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
つ
ま
り
喫
煙
・
飲
酒
、
や

せ
・
肥
満
、
風
疹
な
ど
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
糖
尿
病
な
ど

内
科
疾
患
の
合
併
、
葉
酸
な

ど
栄
養
摂
取
に
関
す
る
こ
と

な
ど
多
く
の
項
目
が
、
妊
娠

前
に
注
意
を
払
う
べ
き
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
の
留
意
事
項
で

は
、
次
に
述
べ
る
若
年
女
性

の
体
格
の
問
題
と
、
不
妊
に

つ
な
が
る
子
宮
内
膜
症
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
思
春

期
か
ら
き
ち
ん
と
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

１
． 

若
年
女
性
の

や
せ
の
リ
ス
ク

　
わ
が
国
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

18
・
５
未
満
の
や
せ
の
女
性

の
割
合
は
、
20
〜
30
歳
代
で

約
５
人
に
１
人
で
あ
り
諸
外

国
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
近
年
平
均
出

生
体
重
は
減
少
し
２
５
０
０

㌘
未
満
の
低
出
生
体
重
児
の

割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

第５回大阪性教育セミナーにて「月経
困難症・子宮内膜症～将来を見据えた
治療～」と題して講演する甲村氏

性
に
つ
い
て

 

あ
ま
り
に
知
ら
な
い
学
生
た
ち

性
の
健
康
教
育
で
不
可
欠
な
も
の

日
々
の
診
療
を
通
し
て

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/women/yosan/

